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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 東アジア海域交流と鎌倉幕府

 学位申請者 中村 翼 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 平 雅行 

  副査 大阪大学教授 川合 康 

  副査 大阪大学准教授 市 大樹 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、鎌倉幕府の政策が東アジアの海域交流に及ぼした影響の深度を解明しようとしたものである。本文

は 6章と序・終章とから成り、枚数は 713枚（400字詰め換算）である。 

 まず序章では、戦前からの研究史を振り返り、国家の政策や制度が東アジア海域のあり方をどのように規定し

ていたのか、具体的に明らかにすべき研究段階に入ったと述べている。 

 第１章では建長 6 年（1254）と文永元年（1264）の唐船制限令・御分唐船停止令をとりあげた。これまでの研

究では、これらの法令を鎌倉幕府による貿易管理の強化、貿易独占への歴史的起点として捉えてきた。それに対

し申請者は、①これらは徳治主義的な倹約令であるうえ、②鎌倉前中期においても日宋貿易は権門貿易として行

われており、幕府は新規に参入した一権門に過ぎないとして、幕府による民間貿易の統制・抑制策とする理解を

否定した。 

 第２章では、日宋貿易の展開に、入宋僧がどのような役割を果たしたのかを検討している。そして、①13 世紀

前半に朝廷中枢勢力が入宋僧を保護するようになると、入宋僧を媒介に海商と中央権力とがつながるようになっ

た、②13世紀前半の幕府は、京都の文物の移入に主眼があり、日宋貿易には関心を寄せなかった、③1250年頃、

幕府の宗教政策が大きく変わって本格的な禅宗保護に向かうと、唐物需要の増大から鎌倉幕府と海商とのつなが

りが強化され、貿易に占める幕府の影響力が増大していった、④日宋貿易に占める比重が低下したとはいえ、13

世紀後半においても畿内有力者は貿易に関与しており、幕府による貿易独占が達成されたわけではない、と述べ

ている。 

 第３章では日元貿易における幕府と海商との関係をとりあげた。そして寺社造営唐船では造営用途として上納

金を拠出する契約が幕府と綱首との間でとり結ばれたことを明らかにし、①これによって幕府は一出資者の立場

を超えて綱首とともに寺社造営料唐船の経営に関わることになった、②寺社造営を名目とする賦課方式は、この

時期の関銭・棟別銭の賦課と類似する、③こうした新たな賦課方式を海商側が受け容れた背景として、日元貿易

の不安定に起因する海商経営の不安定化があり、寺社造営料唐船は挑戦支援型契約としての性格を帯びていた、

と述べる。 

 第４章では、筑前国宗像社を取りあげ、宝治合戦という幕府内での権力闘争が、遠く離れた一地域神社の権力



構成に及ぼした影響の大きさを描いている。宗像社では鎌倉中期に名主層との対立が顕在化したことが知られて

いるが、先行研究がこれを在地構造の変化に原因を求めたのに対し、筆者はそれを、宝治合戦を契機に強引な権

力確立をはかった宗像氏業・長氏親子と、反対勢力との軋轢として捉えている。 

 第５章では、栄西門流の展開過程とその活動基盤を検討した。そして、鎌倉幕府だけでなく九条道家などの公

家や、新田氏や武藤氏・博多綱首などの地域勢力など多様な人々が栄西門流を支えていた、と述べている。第６

章では鎌倉禅の形成過程を扱った。鎌倉初期に栄西が鎌倉に迎えられたものの、鎌倉幕府は 13世紀前半には禅宗

に無関心であり、むしろ 1240年代は九条道家が禅宗興隆の中心となっていた。ところが、宮騒動・宝治合戦にお

ける将軍権力の敗北と、それに引き続く九条道家の失脚を契機にして幕府の宗教政策が大きく転換され、禅宗の

興隆が本格化して、禅宗の中心が京都から鎌倉に移っていった、と論じている。 

終章では今後の研究課題を展望した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 森克己の日宋貿易研究は長らく通説的地位を占めていた。そして森は、①鎌倉幕府が貿易管理権を掌握したも

のの、鎌倉初期には無干渉主義をとって民間の自由貿易を容認した、②執権制を確立して国内体制を整備すると、

幕府は 13世紀後半から貿易の管理統制に乗り出した、と述べた。さらに川添昭二・瀬野精一郎は、この森説を土

台にして、13世紀後半には北条得宗専制の深まりとともに幕府が貿易を独占しようとした、と論じている。他方、

近年、榎本渉らによって海商研究が大きく進み、幕府も海商に対する一出資者に過ぎないとの見解が提示されて

いる。幕府による貿易独占という通説と、単なる一出資者とする見解との間には大きな亀裂があるが、この亀裂

を埋める研究が存在しなかった。 

 こうした研究状況のなかで、申請者は鎌倉時代の日宋貿易を、博多における権門貿易として一貫して把握する

ことが可能であると主張する。そして、①13 世紀前半は朝廷中枢勢力が貿易を主導する一方、京都の文物の移入

に力点を置いた幕府は日宋貿易に無関心だった、②北条時頼が禅宗保護へと向かった結果、鎌倉での禅寺造立に

ともなう唐物需要の増大が、貿易面での幕府の影響力を増大させることになった、と論じた。さらに日元貿易に

おいては、権門貿易という基本的性格は変わっていないものの、寺社造営料唐船という形で幕府は唐船経営にも

関与するようになった、と述べる。こうして申請者は、権門貿易論をベースに通説と海商論との亀裂を埋めるこ

とに成功した。これが本論文の第一の成果である。 

 第二の成果は、権勢者と海商を媒介する存在として、円爾をはじめとする入宋僧・渡来僧に着目し、権門貿易

の主導者の転変を、朝廷・幕府の宗教政策の動向と関連づけて捉えたことである。そもそも鎌倉前期の幕府にお

いては、東国の祈祷体制を構築すべく顕密仏教の興隆に努めてきたが、将軍権力との抗争に勝利した北条時頼が、

禅律の保護へと政策転換している。この転換については先行研究が存するが、申請者は入宋僧を媒介にすること

によって、その研究と日宋貿易論をリンクさせた。これによって 13世紀前半と後半との、貿易に対する幕府の姿

勢の違いを鮮やかに説明している。 

 このほか、宝治合戦を契機とする宗像社の権力変動や寺社造営料唐船の分析なども、重要な成果といえるだろ

う。とはいえ、本論文にも問題がないわけではない。栄西門流の展開については概括的なスケッチの段階に留ま

っているし、建長 6年の唐船制限令や宗像社の分析などについても、なお課題を残している。しかし申請者が若

手研究者であることに鑑みれば、本論文の達成をもとに、今後、自らの構想をさらに深めてゆくことが期待され

る。本論文はその基礎となる価値を十分に有している。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


